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クリスチャンとしてしっかりと⽣きる 2 

⼈と⽣きることについて 
 
クリスチャンは、神様と私の、縦の⼀対⼀だけで⽣きていくのではありません。横に広がる、
⼈々と社会の中で⽣きていきます。私たちは「あなたの神を愛せよ」だけでなく、「あなたの隣
⼈をあなた⾃⾝のように愛せよ」とも命じられているからです。でも、⼈と⽣きるのは難しい、
そう思える⽇が私たちにはあります。聖書から知恵をいただいて、これからもクリスチャンと
してしっかりと⽣きていきましょう。 
 
 
1. 多様性１  
w 「たとい、⾜が『私は⼿ではないから、からだに属さない』と⾔ったところで、そんなこ

とでからだに属さなくなるわけではありません。」（I コリント 12:15） 
 
時間を中⼼にする⼈ VS イベントを中⼼にする⼈ 

時間を中⼼にする⼈ イベントを中⼼にする⼈ 
ü ________________________を重視。 
ü ゴールに向けて______________を組む。 
ü うまく時間が使えれば_______________。 
ü 毎⽇が______________でまとめられてい

て、計画された⼀つ⼀つの区画を持つ。 
ü ___________、___________というものが重

要な意味を持つ。 

ü いつ出来事が起こったかということより
も、__________________________________
に注⽬する。 

ü イベントの時間ではなく、________に注⽬
する。 

ü 問題が起きれば、___________________ま
で終わらせない。 

ü ス ケ ジ ュ ー ル よ り も 、
_______________________を優先。 

ü イベントが_____________することが⾃分
への褒美。 

ü 過 去 、 未 来 よ り も
_____________________________に強調点
が置かれる。 
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⽩⿊はっきりさせる⼈ VS 全体を⾒る⼈ 
⽩⿊はっきりさせる⼈ 全体を⾒る⼈ 

ü 物事を⼀つないし、少数の状況に絞って、
_______________________________にまで
絞り込む傾向。 

ü _______________________________が正し
いかどうかを⾒ていく。 

ü ⾃分が____________________と安⼼する。 
ü 社会で特定の_________________________

に当てはまっていると安⼼する。 
ü 情報や経験はきちんと整理されており、詳

細にいたるまでパターン化されている。 
ü 理 想 と す る ⼈ は 、 と 聞 か れ て

_______________________________。 

ü 個々の事象よりも___________を重要視。 
ü 議論の余地がある、と考える。 
ü ⼈は全⼈格が、状況は______________が考

慮に⼊れられなければならないと考える。 
ü 社会全体について複数の交流があると安

⼼する。 
ü _________________されると不安になる。 
ü 情 報 と 経 験 は

__________________________ことが多い。 
ü 理想の⼈など考えられない。皆、⽋点があ

ると考えているから。 

 
危機に備える⼈ VS 危機に備えたくない⼈ 

危機に備える⼈ 危機に備えたくない⼈ 
ü 危機管理は___________________に乗っ取

って⾏われる。 
ü 危機をいつも⾒据えている。 
ü 計画に強調点を置く。 
ü 早く対応して曖昧さを避ける。 
ü あらかじめ予定されたマニュアルに繰り
返し従う。 

ü ________________のアドバイスを求める。 

ü 危機管理は経験に焦点を当て⾏われ、危機
が発⽣したとき、いくつものオプションの
中からその危機にぴったりとあった対応
策が取られる。 

ü 危 機 の 可 能 性 を ⾒ 据 え ず 、
___________________に焦点を置く。 

ü 決断を遅らせ、⾏動を遅らせる。 
ü いくつものオプションから解決を⾒いだ

す。 
ü ____________の⾔うことを信⽤しない。 

 
タスクを中⼼にする⼈ VS ⼈間関係を中⼼にする⼈ 

タスクを中⼼にする⼈ ⼈間関係を中⼼にする⼈ 
ü タスクと原則に重きを置く。 
ü _________________________に満⾜感 
ü ______________________⼈と友だちに 
ü 個 ⼈ の ⽬ 的 達 成 の た め に は

________________________も受け⼊れる 

ü ⼈と⼈間関係に重き 
ü 交流に満⾜ 
ü グループ中⼼の⼈と友⼈に 
ü 孤独を嫌い、⾃分のゴールを犠牲にして⼈

との交わりを第⼀にする 
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ステータスを中⼼にする⼈ VS 業績を中⼼にする⼈ 
ステータスを中⼼にする⼈ 業績を中⼼にする⼈ 

ü ⾃分というのは公に認められている⽣ま
れ、___________________によって決まる。 

ü ⼈が受ける尊敬は⽣涯変わることがない。 
ü ⾼い地位を得るために犠牲を払い、役割を

こなさなければならない。 
ü _________________の⼈と関わりを持つ。 

ü _______________________________で⾃分
が決まる。 

ü 結果と失敗によって、⼈の評価は著しく変
化する。 

ü ⾃分に厳しく、より多く成し遂げるために
犠牲を払う。 

ü _____________________________⼈同⼠で
交わる。 

 
弱さを隠す⼈（恥を恐れる⼈） VS 弱さを前に出す⼈（恥を恐れない⼈） 

弱さを隠す⼈ 弱さを前に出す⼈ 
ü ⾃分の______________________を何とし

ても守ろうとする。失敗を避ける。 
ü 限界を超えて何かをすることを嫌がる。 
ü 弱さが露呈されるのを恐れて参加しない。 
ü 別の考え⽅や批評を拒む。 
ü ⾃分の⼈⽣を____________________にし
続ける。 

ü 失敗を気にしない。 
ü イベントの出来ではなく、完了したかどう

かに重きを置く。 
ü 限界を超えることに挑戦したがる。 
ü 違う意⾒、批評にオープン。 
ü _______________________________を⾃由

に話す。 
 
 
2. 多様性２ 
w 「弱い⼈々には弱い者になりました。」（Ⅰコリント 9:22） 
w 「主はこの世の弱い者を選ばれたのです。」（Ⅰコリント 1:27） 
 
 
3. 負の感情を管理する 
w 「そういうわけで、私はこう願っています。男たちは怒ったり⾔い争ったりせずに、どこ

ででも、きよい⼿を上げて祈りなさい。」（Ⅰテモテ 2:8） 
 


